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１．環境ホルモンとは？

• 「動物の生体内に取り込まれた場合に、本来、
その生体内で営まれている正常なホルモン作
用に影響を与える外因性の物質」 （環境省
Speed’98 ）



２．どのような物質か？

• 疑われる化学物質のリスト

日本：Speed’98                   65物質
米国：Scorecard ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 308物質
Ｅ Ｕ：点検候補物質リスト 564物質



２．どのような物質か？

市場で使われる７～１０万種類の化学物質

試験管でクロ

動物実験でクロ

暴露のおそれ

規制なし リスク評価 規制



３．環境ホルモン作用が疑われ
るPRTR物質

• Speed‘98リスト65物質のうち29物質が
PRTR対象物質

• そのうち３分の２は農薬であり、非農
薬は11物質





４．データの検索

点源情報

例：ノニルフェノール

界面活性剤やプラスチックの酸化
防止剤、安定剤等。特に魚類のオ
スに対する影響が問題とされてい
る。



ノニルフェノール
の地域の水域
排出密度

（エコケミストリー研究所
HPより検索）



地域の排出事業所リストの検索 （T-ウオッチHPより）



排出事業所の所在地を地図上で確認 （T-ウオッチHP）



非点源情報

• 農薬
例 アトラジン
トリアジン系の除草剤である。商品名ゲザプリ

ム（シンジェンタ社）トウモロコシやサトウキビ・
アスパラガスなどの栽培に使用され、混合剤は芝
生や非農耕地の除草に使用される。カエルの内分
泌・生殖器官に対する影響などが知られている。



都道府県別排出
量（環境省ＨＰ・
PRTRサイト）



県内アトラジン使用
密度比較

エコケミストリー研究所HP



５．まとめ

• 環境ホルモン作用が疑われる物質の内、
国内で使用されている物質の多くがPRTR
対象物質となっており、PRTRデータは地
域のリスクを考える上で貴重な情報源であ
る。

• しかしその際、いくつか留意すべき点があ
る。



５．まとめ

留意点

• どの物質が環境ホルモンか？
• 農薬については排出源を特定できない
• 届出事業所以外からの排出は把握できない
• DDT、PCBのように過去に排出され、現在も環境
にある物質については把握できない

☆PRTR情報は他からの情報等を補うことにより、市
民の化学物質リスク削減への取り組みにとって、
非常に強力なツールとなり得る。
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